
 

 

 

 

 

 

 

 

 7 月 7 日(水)に後期課程の７・８年生が「ゆいのもり訪問」を

行いました。 

ゆいのもりでは、「歓迎！矢部清流学園生の皆様！」の横断幕を

準備していただき、歓迎ムードにあふれていました。全体会で自

己紹介を行った後、通所グループと特養グループに分かれて交流

を行いました。通所グループは、穴埋めクイズや漢字の読み方ク

イズなどを準備しており、クイズの正解者には、プレゼントした

団扇にシールを貼っていきました。特養グループは、一緒に

手や足を使ってリズムを取りながら歌を歌ったり、矢部村

に関連した○×クイズを出題して考えてもらったりしなが

ら交流しました。矢部清流学園では、これからも地域の施設

との交流を大切にしていきたいと考えています。 

 

 

7 月 7 日(水)・8 日(木)に５・６年生が集団宿泊訓練を海の中道青少年海の家

で行いました。 

天候が心配されましたが、活動中は雨が降らずに予定されてい

た全ての活動を行うことができました。 

施設に到着してからは、海辺のきれいな砂浜に行きました。砂浜

でたくさんの貝殻を拾った後は、夕食のメニューであるサラダと

カレーライス作りを行いました。食材や鍋をもってくる係や食材

を洗ったり、切ったりする係、かまどに火をおこす係などみんな

で分担して、おいしいカレーライスを作ることができました。 

片付けが終わってからキャンプファイヤーを行い、グループで

クイズや寸劇を披露して、楽しい時間を過ごしました。 

翌日もウォークラリーなどの野外活動をたっぷり楽しみまし

た。とても充実し、子ども達が成長した集団宿泊訓練でした。 

 

 

7 月 7 日(水)に 9 年生が学習してきた「地域おこし PR 活動」

の途中経過報告会を開催しました。地域学校協働本部からコーディ

ネーターの K・K さん、T・K さん、地域活動指導員の Y・K さん

の計 3 名においでいただき、発表を聞いていただきました。 

子ども達が、それぞれ考えた「地域おこし PR 活動」を電子黒板

に映し出して説明した後、感想を述べていただきました。 

今回参加していただいた 3 名の方々にいただいたご助言を元に 

再度検討を加えて本発表に向けて準備を進めて行きます。 
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6 月 22 日(火)に特定非営利活動法人の「子どもとメディア」か

ら事務局長の K・K さんを講師にお招きして、スマホや情報との

付き合い方を学習する「規範教育推進事業」を行いました。 

7～9 年生は、K さんからスマホからの情報だけに頼らずに、本

を読んだり、新聞を読んだり、いろいろな意見を直接聞いたりし

て、一つの情報にとらわれないような情報体力を付けることや、一度ネットに書

き込んだことは後から消そうとしても消せない記録性があることなどを教えて

いただきました。情報社会に生きる子ども達とって大切なお話が聞けました。 

 

 

今年も矢部支所と茶業組合さんから学校の給茶機用に

と、地元矢部産の茶葉の提供をしていただきました。子ど

も達は、給茶機からの冷たくておいしい緑茶を飲んで、暑

い日も元気に学習したり、遊んだりすることができていま

す。茶葉を提供していただいた皆様方に矢部清流学園とし

て感謝申し上げます。外部からお見えになったお客様にも給茶機からの冷たいお

茶を提供させていただいておりますが、飲まれた方はどなたも「矢部のお茶はと

てもおいしい。」と褒めていただきます。本校の自慢です。 

 

  

 7 月 17 日(土)・18 日(日)に大木町総合体育館で行われた筑後地区総合バドミ

ントン大会に本校バドミントン部の子ども達が出場しました。 

 新型コロナ感染防止のため保護者の観覧はご遠慮いただきましたが、8 面のバ

ドミントンコートを作ることができる大きな大木町総合体育館のコートで公式

戦をすることができたことは、とても良い経験になったと考えています。1 日目

の団体戦、2 日目の個人戦とも勝ち上がることはできませんでしたが、創部して

2 年も満たないバドミントン部が、練習の成果を上げていることを証明してくれ

ました。これから９年生は、受験勉強に向けての努力を重ねることになります。

７・８年生は、9 年生の後を継いで、新人大会や来年の大会に向けて努力を重ね、

技術面・体力面・精神面とも大きく成長してくれることを期待しています。 

 

 

 

 

 

  

 


